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狐風院の“劇場空間化"プロジェクト

天井の漆喰塗り・足湯メンテナンスによる空間の一体化

1 今年度の企画

現在、孤風院は木島千嘉さんらご家族の好意で、建

築を学ぶ学生のための学習の場として提供されており、

毎年、孤風院の活動を通して学生や教員、専門家が協

働して新しい保存 ・継承のかたちを考えている。そん

な中今年度は主に 3つの活動を行った。

①「以前、制作した足湯のメンテナンス作業。

② 回路部天井の漆喰塗り仕上げ。

③ 回路部天井への点検口づくり。

学生がそれぞ、れの班に分かれ活動を進めた。

2. 活動内容

① 足湯のメンテナンスでは、実際に足湯を制作し

た時の先輩方と交流を図りながら、活動を進めた。水

漏れが発見されたため、原因を探りながら塗装をし直

す事になった。業者の方と塗装剤について話し合いを

行い、指導していただきながら、学生が下塗り、上塗

りを行った。

上塗りの様子

② 回路部の漆l喰塗りは、今年度のメインの活動で、

あった。6月から熊本県内にある漆喰塗り仕上げの建

築物見学ツアーを行い、イメージをふくらませた。7

月には、左官職人さんの事務所を訪れ、左官技術を学
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ぶための勉強会を開催した。 8月に実際に孤風院の回

路部天井の漆喰塗りを行った。足場にのぼり、職人さ

んとともに 2日にわたり仕上げていった。

漆喰塗り

③ 点検口づくりは、漆喰塗りで仕上げた天井に点

検口を作るというもの。普段はふたをしておくため、

ふたの施工方法やデザインについて約 2カ月間、議論

を続けた。施工方法は 2パターン、デザインは 3案に

絞られ、すべて制作し、実際に孤風院の天井に合わせ

てみて最も合うものを採用することになった。最終的

には、下の写真のようになった。

決定したテ、ザイン






